
検討会の設立趣意書・規約・名簿について

資料１ 



国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会

設立趣意書（案）

呉市においては、人口減少・高齢化が進行する中で、利用者の減少等

による公共交通の維持や、平成３０年７月豪雨災害による幹線道路及び

ＪＲ呉線等の被害を教訓とする交通基盤の強靱化が課題となっている

ほか、呉駅周辺地域においては、「自動車・バス・歩行者など複数モード

の輻輳」「公共交通拠点へのアクセス性が悪い」「バス停・港・鉄道駅の

低い連結性」「災害時の受入空間設備の不足」などの課題を抱えており、

駅や周辺施設利用者の利便性・快適性が損なわれている。

また、呉市において、呉駅周辺の基盤整備・まちづくりに向けて、検

討を進めており、今年４月に「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を策定

したところである。

そこで、「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を踏まえ、関係者とともに

専門的・学術的見地から幅広い意見交換を行い、呉駅交通ターミナル整

備の事業計画のとりまとめに向けて検討を進め、導入する機能の具体化

を図ることを目的として、本検討会を設立するものである。
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国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会 規約（案）

（名称）

第１条 本会は、「国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会」（以下、「検討会」という。）と

称する。

（目的）

第２条 検討会は、「呉駅周辺地域総合開発基本計画」をふまえ、事業計画策定に向け、計画の具体化を図

ることを目的とする。

（審議事項）

第３条 検討会は、第２条の目的を達成するため、以下の事項について検討を行う。

（１） 事業計画に係る検討

（２） その他、第２条の目的を達成するために必要な事項

（組 織）

第４条 検討会は、第２条の目的を達成するため、各有識者、各行政機関、各民間をもって組織し、委員

の構成は別紙のとおりとする。

２.委員の追加・変更は、検討会の承認を要するものとする。
３.委員は、やむを得ない事情により検討会に出席できないときは、代理者を出席させることができる。
４.委員の任期は、事業計画の策定が完了するまでとする。

（座 長）

第５条 検討会には、座長を置き、委員の互選をもって充てる。

２.座長が職務を遂行出来ない場合は、予め座長が指名する委員がその職務を代理する。
３.座長は、必要に応じて委員以外の出席を求め、その意見を聞くことができる。
４.座長は、やむを得ない事由により検討会の会議の開催が困難な場合においては、資料等を委員、当該
議事に関係のある臨時委員に送付し、その意見を徴し、それをもって検討会の開催に代えることがで

きる。

（検討会の運営）

第６条 検討会は、第３条に規定する事項を検討するため、必要に応じ、事務局が招集する。

２.検討会は、運営にあたり必要な資料等を委員に求めることができる。
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（守秘義務）

第７条 委員は、個人情報など公開することが望ましくない情報を漏らしてはならない。また、その職を

退いた後も同様とする。

（検討会の公開）

第８条 この検討会の審議は非公開で行うものとする。なお、公開の必要がある場合には、検討会の承認

をもって行うものとする。

（検討会資料の公表）

第９条 検討会における資料については、検討会終了後、公表するものとする。

（事務局）

第 10 条 検討会の運営に係わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。
２.事務局は、広島国道事務所計画課及び呉市都市部呉駅周辺事業推進室に置くものとする。

（その他）

第 11 条 この規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度、審議して定めるものとする。また、本
規約の改正等は、検討会の審議を経て行うことができるものとする。

附 則

この規約は、令和２年９月○日より適用する。



別紙

国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会 

委員名簿（案） 

氏 名 所属・役職等 

羽藤
はと う

 英二
えい じ 東京大学大学院工学系研究科教授 

塚
つか

井
い

 誠人
まこ と 広島大学大学院工学研究科准教授 

神田
かん だ

 佑
ゆう

亮
すけ 呉工業高等専門学校教授 

鈴木
すず き

 克宗
かつむね 一般財団法人道路新産業開発機構理事 

山本
やまもと

 直人
なお と 西日本旅客鉄道株式会社広島支社企画課長 

沖
おき

口
ぐち

 武司
たけ し 広島電鉄株式会社バス事業本部呉輸送営業部長 

火
ひ

岡
おか

 潤
じゅん

哉
や 一般社団法人広島県タクシー協会呉支部長 

河合
かわ い

 智
とも

明
あき 独立行政法人都市再生機構西日本支社副支社長 

松浦
まつうら

 利之
としゆき 国土交通省中国地方整備局道路部長 

村上
むらかみ

 威夫
たけ お 国土交通省中国地方整備局建政部長 

荻野
おぎ の

 宏之
ひろゆき 国土交通省中国地方整備局広島国道事務所長 

來山
きたやま

 哲
てつ

広島県地域政策局総括官（地域振興） 

古川
ふるかわ

 信
のぶ

博
ひろ 広島県土木建築局総括官（土木整備）  

的場
まと ば

 弘明
ひろあき 広島県土木建築局総括官（建築技術）  

山
やま

田谷
だ や

 清
きよし 広島県警察本部交通部長 

大木
おお き

 晋
すすむ 広島県呉警察署長

濱里
はまさと

 要
かなめ 呉市副市長              



検討の背景

資料２

１．呉駅周辺の現状と課題

２．これまでの動き

３．呉駅周辺地域総合開発基本計画



１．呉駅周辺の現状と課題

呉駅周辺は国道・港・鉄道駅の３つの交通モードが集積する交通拠点性を有しており、広島市や広
島空港へのアクセス性や周辺観光資源から芸予諸島・瀬戸内海へとつながる立地特性を有している。

１．１ 呉駅周辺の現状（ポテンシャル）

呉駅周辺地域は、国道・港・鉄道駅の３つの交通モードが集積する交通拠点性を有している。

周辺には日本遺産や豊富な観光資源が存在しており、芸予諸島・瀬戸内海へとつながるゲートウェイとなり得る立地特性を有している。

■呉駅周辺の交通拠点性 / 日本遺産と豊富な観光資源

参考）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画

■ゲートウェイとなり得る呉の立地特性

N

旧呉鎮守府
司令長官官舎

呉駅

呉海上花火大会

くれ食の祭典
呉みなと祭

日本遺産
呉市のｲﾍﾞﾝﾄ

呉みなと祭

来場者数 15万人(H31.4)

呉海上花火大会
来場者数 11万人(R1.7)

くれ食の祭典

来場者数 5万人(R1.11)

旧呉海軍工廠造船部
造船船渠大屋根

旧呉鎮守府
司令長官官舎

旧呉海軍工廠造船部
造船船渠大屋根

呉駅

呉中央桟橋
ターミナル

300ｍ

国道
31号

呉駅周辺に3つの交通モードが集積
半径300ｍ圏内に
国道・港・鉄道駅が近接

※地理院地図

1

呉

とびしま海道

※地理院地図

松山観光港まで
約55分(高速艇)
約1時間55分(ﾌｪﾘｰ)

御手洗まで
約1時間30分(バス)

瀬戸内汽船(ｼｰﾊﾟｾｵ)

御手洗のまち並み

原爆ドーム

広島市内まで約45分(バス)

松 濤 園

蒲刈地区まで約50分(バス)

広島空港まで約60分(バス)

広島空港



１．呉駅周辺の現状と課題

呉駅周辺は「自動車・バス・歩行者など複数モードが輻輳」「バス・船・鉄道への乗り継ぎ利便性
が低い」等の課題を抱えている。

１．２ 総合交通拠点としての課題

駅前の交差点では、ロータリーを出発したバスと歩行者が輻輳しており、また、国道31号上にもバス停留所があるため、交通の円滑化が阻害さ
れている。

呉駅周辺の乗り継ぎ時のバリアフリー経路の利便性は不十分であり、バス待機列が歩行者の移動経路上（誘導ブロック）まで伸びている。

■ 呉駅周辺の移動経路■ 自動車・バス・歩行者の輻輳

国道31号上のバス停に停車中のバスが、後続車両の進行を阻害 2

N

※地理院地図

バス待機列が歩行者の移動経路上（誘導ブロック）まで伸びている

横断歩道の手前で運行
中のバスが滞留

呉駅

EV

送迎車
滞留場所階段

2Fデッキ(自由通路)

バリアフリー経路上の
夜間閉鎖する自動ドア

バリアフリー経路は、使用可能
時間帯に制約がある

(23:30～5:30通行不可)

呉駅から送迎車滞留場所までのバリアフリー経路は、一般経路に比べて遠回り

バリアフリー経路
一般経路

上りエスカレーターのみ

誘導ブロック



１．呉駅周辺の現状と課題

呉駅周辺は平成３０年７月豪雨等の近年の災害をふまえ、交通基盤の強靱化が必要となっており、
災害に備えた新たな交通拠点のあり方の検討が求められている。

１．３ 防災拠点としての課題

平成30年7月豪雨災害による幹線道路やＪＲ呉線等の被害を教訓として、交通基盤の強靱化が必要である。

呉駅周辺地域は災害時に緊急輸送バスや緊急輸送船の発着場所として重要な役割を果たし、今後の災害に備えた防災拠点としての機能強
化が求められている。

■ 災害時緊急輸送バス■ 平成30年7月豪雨時の交通ネットワークの被災状況

※災害時ＢＲＴ（Bus Rapid Transit） 
災害発生時等で、通行止となっている高速道路や自動車専用道等において、路線バ
ス、高速バス等を緊急輸送車両として通行を認めるとともに、本線道路空間上での転
回を認めるなど、道路空間の柔軟な運用によりバスの速達性・定時性を確保する方法。

出典）R元.12 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会中間とりまとめ（資料編） 出典）R元.3 呉市復興計画（呉市）
3



●呉駅周辺地域の目指す機能（ビジョン）として
①交通まちづくりの起点となる“次世代”総合交通拠点の形成
②市民と来訪者が憩い、賑わい、快適に移動できる駅前空間の創出
③災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成
④歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成
⑤「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり

２．これまでの動き

●呉駅周辺地域総合開発の基本的な方向性として
①呉駅は鉄道駅だけでなく、バスや港の総合交通拠点に そして、まちづくりの核に
●呉駅周辺地域総合開発において整備すべき施設・機能
②呉駅周辺における一般車の送迎環境改善
③バリアフリーをフルに、市民が集う憩いの広場に
④呉市の都心居住の受け皿に、中心街区の形成の核に
⑤地域の防災拠点に
●呉駅周辺地域総合開発と連携した呉のまちづくりの推進
⑥交通まちづくりを軸としたスマートシティの実現
⑦アーバンデザインセンターの設置
●呉駅周辺地域総合開発に伴い求められる重要な視点
⑧既存市街地や市内観光拠点へのアクセス向上
⑨広域連携（都市間連携）の強化
⑩災害に強い安全・安心なまちづくりの拠点に

H31.3 呉駅周辺地域総合開発に関する提言書

R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画

これまで呉駅周辺地域の開発については、開発の基本的な方向性や整備すべき施設等についての
提言をとりまとめた「提言書」や、開発のビジョン等を示した「基本計画」を策定してきた。
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■ 呉駅周辺地域のこれまでの動きと今後のスケジュール

●呉駅周辺地域の整備方針
呉駅前広場の事業計画のとりまとめ

H30.5～ 呉駅周辺地域総合開発に関する懇談会（計４回）

H31.7～ 呉駅周辺地域総合開発基本計画検討会（計４回）

出典）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）

出典）H31.3 呉駅周辺地域総合開発に関する提言書



３．呉駅周辺地域総合開発基本計画

基本計画では、呉駅周辺地域の開発のビジョンと中・長期的なロードマップを示すとともに、
ロードマップで示す「５年後」の目指すべき姿の実現に向けた第１期開発の方針等を示した。

基本計画では呉駅周辺地域の開発の５つのビジョンを示すとともに、市全域における課題解決を含む長期的な目標の実現に向けて、各時点で
の「目指す姿」を明らかにするため、「５年後」、「５～１５年後」、「１５年後～」のスパンでロードマップを策定した。

まずは、ロードマップで示す「５年後」の目指すべき姿の実現に向け、第１期の開発を推進する。
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■ 基本計画で示されているビジョン ■ ロードマップの策定イメージ

参考）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）



検討会について

資料３－１

１．検討会の位置付け

２．対象範囲

３．検討の概要

４．検討事項



１．検討会の位置付け

1

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」（2020年4月公表）を踏まえ、国道31号等 呉駅交通ターミナル
整備事業の事業計画のとりまとめに向けて検討を進め、計画の具体化を図る。

国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会
（事務局：国土交通省・呉市）

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を踏まえ、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広い意見交換を行い、
事業計画のとりまとめに向けて検討を進め、導入する機能の具体化を図ること

学識経験者、交通事業者、行政機関【委 員】

【目 的】

■ 検討体制

意見反映

国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（仮称）の策定
（国・呉市）

【検討事項】 整備方針、施設計画（施設配置、動線、規模等）、事業スキーム 等

呉駅周辺地域総合開発基本計画検討会
（呉市）



２．対象範囲

2

「国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（仮称）」の対象範囲は、JR呉駅北側の駅前広
場、旧そごう跡地、および国道31号とするが、呉駅周辺全体を考慮して検討する。

■ 事業計画の対象範囲

至

広
島
市

至

三
原
市

駅前広場

対象範囲

呉駅周辺地域総合開発基本計画検討会 検討範囲

旧
そ
ご
う

呉
店
跡
地

JR呉駅

直轄管理



呉駅周辺地域の目指すビジョン

（1）交通まちづくりの起点となる“次世代”総合交通拠点の形成

（2）市民と来訪者が憩い、賑わい、快適に移動できる駅前空間の創出

（3）災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成

（4）歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成

（5）「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり

呉駅周辺の課題
自動車・バス・歩行者など複数モードが輻輳

呉市の将来像
人と地域のつながりを生む、

「自立した拠点」を育てるまちづくり
住む人の笑顔を生む、

「安全と安心」を育てるまちづくり
にぎわいと活力を生む、
「くれの顔」を育てるまちづくり

一般車が進入できない交通ターミナル
バス停・港・鉄道駅の低い連結性
高齢化の加速による交通弱者の増加
災害時の受入空間・設備の不足

３．検討の概要

3

呉駅周辺の課題や呉市の将来像をふまえ、５つの機能を備えた、道・港・駅・まちが一体となった
『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』を目指す。

■呉駅周辺の課題と将来像を踏まえた呉駅周辺地域の目指す機能

３．１ 呉駅周辺地域の目指す姿

道・港・駅・まちが一体となった
『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』

＜呉駅周辺地域の目指す姿＞

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画 出典）H29.3 呉市都市計画マスタープラン

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画



３．検討の概要

4

呉駅周辺地域の目指すビジョンを実現するための整備の方向性を設定し、４つの主要機能を対象に、
官民連携して計画の具体化を目指す。

■呉駅周辺地域の目指すビジョンおよび整備の方向性の関係

３．２ 整備の方向性および4つの主要機能

モーダルコネクト機能の強化整備の
方向性

呉駅周辺地域の
交通円滑化

次世代モビリティ等との
連携による

移動利便性・回遊性の向上
防災機能の強化

４つの
主要機能

交通
ターミナル

次世代モビリティ
ネットワークデッキ 防災拠点

呉駅周辺
地域の
目指す
ビジョン

（1）
“次世代”総合交通拠点

（2）
憩い、賑わい、快適に
移動できる駅前空間

（3）
防災対応型交通拠点

（4）
歩きたくなる・住みたくなる
「心地よく過ごせるまちなか」

（5）
「公・民・学」
一体まちづくり

官民連携による
計画の具体化



5

３．３ 整備の方向性

モーダルコネクト機能の強化
・駅前広場にタクシー・自家用車乗降場とバスターミナルを整備することにより、呉駅

北側の交通モードを集約

・デッキにより呉駅北側、呉駅、南側を結ぶことにより、モーダルコネクト機能を強化

呉駅周辺地域の交通円滑化
・駅前広場とデッキを整備することにより、歩行者と自動車の輻輳を解消

・自動運転や次世代モビリティの専用車線を整備することにより、安全・快適な道路

空間創出

次世代モビリティ等との連携による移動利便性・回遊性の向上

・交通弱者を含めて、誰もが使いやすい次世代モビリティの導入に向けた環境を創

出することにより、移動利便性・回遊性を向上

防災機能の強化
・駅前広場及びデッキを災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間等とし

て活用することにより、地域の防災機能を強化

官民連携による計画の具体化

・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して計画の具体化を図ります。

３．検討の概要



● 次世代モビリティ･ネットワーク
● 次世代モビリティの導入対象
● 次世代モビリティの導入空間

交通

ターミナル

次世代モビリティ

ネットワーク

防災拠点

デッキ

6

■ 検討事項

呉駅周辺地域の
４つの主要機能

●施設配置
（バス/タクシー/一般車）

● 待合空間
● 利用者動線
● 交通処理対策

３．４ ４つの主要機能

整備する４つの主要機能の各検討事項について、今後協議を進め、計画の具体化を図る。

● 災害時の受入空間

● にぎわいの創出
● 利用者動線

３．検討の概要

ＳＤＧｓ

IoT

環 境

高齢化
社会

ユニバーサル
デザイン

先端
技術

ゼロエミッ
ション



４．検討事項

7

４．１ 交通ターミナル

呉駅周辺の道路交通環境改善と交通モード間のモーダルコネクトを強化する。

駅前広場を拡張し、一般車の乗り入れを可能とするなど乗り換え環境を整える。

複数あるバス停の集約によるバス乗換機能の改善や利用者の利便性を高める待合機能を整備する。

ホテル

旧そごう呉店 跡地

ＪＡ

ＪＲ呉駅ヒマラヤ

凡 例

バスターミナル・バス停

タクシー乗降場・待機所

一般車停車帯・駐車場

交通ターミナル

■ 交通ターミナル

国道31号上の停留所に停車中のバスが、
後続車両の進行を阻害

呉駅

至 竹原市

交通阻害

送迎車両が滞留場所からあふれ、路上駐車

路上駐車

呉駅西駐車場
（バスプール）

至

広
島
市

至

三
原
市



４．検討事項

8

４．２ デッキ

歩行空間、賑わい空間、防災空間、次世代モビリティが乗り入れる先進的な空間をデッキに導入す
る。

市民と来訪者が集い、憩い、賑わい、快適に移動できる居心地の良い空間を創出する。

災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間や、次世代モビリティ導入に向けた先進的な空間を創出する。

■ デッキの導入機能

導入空間 内容

歩行空間 ・バリアフリー歩行空間
・交通モード間の接続 など

賑わい空間 ・イベント
・オープンスペース
・休憩施設 など

防災空間 ・災害時の一時的な避難場所
・帰宅困難者の受入空間 など

次世代モビリティが乗り
入れる先進的な空間

・次世代モビリティの活用
・ＭａａＳ など

歩行空間/賑わい空間/モビリティが乗り入れる先進的な空間

賑わい空間（ベンチ） 防災空間

■ デッキの活用イメージ

資料）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）を基に整理 資料）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）を基に整理



４．検討事項

9

４．３ 次世代モビリティネットワーク

目的地への移動距離に応じた最適なモビリティ・ネットワークの形成のための導入空間を検討する。

交通ターミナルと周辺エリアの間に、モビリティスポットを配置し、次世代BRTや次世代モビリティ等により、呉駅周辺地域と周辺エリアの回遊を
支援するモビリティネットワークを形成する。

■ 次世代モビリティによる交通ネットワーク

交通
ターミナル

鉄道駅

港
フェリー
ターミナル

各地の港

各地の
バス

ターミナル

モビリティ
スポット

観光
エリア

居住
エリア

居住
エリア

商業
エリア

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

路線バス

フェリー

次世代ＢＲT

次世代モビリティ

徒歩

凡例

次世代モビリティ

次世代ＢＲT 出典）トヨタ自動車HP

出典）トヨタ自動車HP

観光
エリア

呉駅周辺地域

※図はイメージ



４．検討事項

10

４．４ 防災拠点

災害時に交通ネットワークの拠点性を発揮する交通ターミナルを目指す。

災害時に代替輸送（バス・船・鉄道など）の交通ターミナルとして機能し、呉駅周辺の防災拠点性の発揮を目指す。

災害時には、一時的な避難場所や帰宅困難者等の受入空間、災害支援の活動拠点等として活用できるよう、防災性能の向上を目指した機
能整備や運用を図る。

中長期的には、非常電源機能を有した次世代モビリティ（燃料電池自動車：ＦＣＶ）の導入により、災害時に呉駅周辺を臨時の電力供給基地と
して運用することも視野に検討する。

■ 防災拠点

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

代行輸送船の整理券配布（呉駅）

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画

電力供給基地としての活用

一時的な帰宅困難者受入空間

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画



検討会について

資料３－１

１．検討会の位置付け

２．対象範囲

３．検討の概要

４．検討事項



１．検討会の位置付け

1

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」（2020年4月公表）を踏まえ、国道31号等 呉駅交通ターミナル
整備事業の事業計画のとりまとめに向けて検討を進め、計画の具体化を図る。

国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会
（事務局：国土交通省・呉市）

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を踏まえ、関係者とともに専門的・学術的見地から幅広い意見交換を行い、
事業計画のとりまとめに向けて検討を進め、導入する機能の具体化を図ること

学識経験者、交通事業者、行政機関【委 員】

【目 的】

■ 検討体制

意見反映

国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（仮称）の策定
（国・呉市）

【検討事項】 整備方針、施設計画（施設配置、動線、規模等）、事業スキーム 等

呉駅周辺地域総合開発基本計画検討会
（呉市）



２．対象範囲

2

「国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（仮称）」の対象範囲は、JR呉駅北側の駅前広
場、旧そごう跡地、および国道31号とするが、呉駅周辺全体を考慮して検討する。

■ 事業計画の対象範囲

至

広
島
市

至

三
原
市

駅前広場

対象範囲

呉駅周辺地域総合開発基本計画検討会 検討範囲

旧
そ
ご
う

呉
店
跡
地

JR呉駅

直轄管理



呉駅周辺地域の目指すビジョン

（1）交通まちづくりの起点となる“次世代”総合交通拠点の形成

（2）市民と来訪者が憩い、賑わい、快適に移動できる駅前空間の創出

（3）災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成

（4）歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成

（5）「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり

呉駅周辺の課題
自動車・バス・歩行者など複数モードが輻輳

呉市の将来像
人と地域のつながりを生む、

「自立した拠点」を育てるまちづくり
住む人の笑顔を生む、

「安全と安心」を育てるまちづくり
にぎわいと活力を生む、
「くれの顔」を育てるまちづくり

一般車が進入できない交通ターミナル
バス停・港・鉄道駅の低い連結性
高齢化の加速による交通弱者の増加
災害時の受入空間・設備の不足

３．検討の概要

3

呉駅周辺の課題や呉市の将来像をふまえ、５つの機能を備えた、道・港・駅・まちが一体となった
『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』を目指す。

■呉駅周辺の課題と将来像を踏まえた呉駅周辺地域の目指す機能

３．１ 呉駅周辺地域の目指す姿

道・港・駅・まちが一体となった
『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』

＜呉駅周辺地域の目指す姿＞

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画 出典）H29.3 呉市都市計画マスタープラン

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画



３．検討の概要

4

呉駅周辺地域の目指すビジョンを実現するための整備の方向性を設定し、４つの主要機能を対象に、
官民連携して計画の具体化を目指す。

■呉駅周辺地域の目指すビジョンおよび整備の方向性の関係

３．２ 整備の方向性および4つの主要機能

モーダルコネクト機能の強化整備の
方向性

呉駅周辺地域の
交通円滑化

次世代モビリティ等との
連携による

移動利便性・回遊性の向上
防災機能の強化

４つの
主要機能

交通
ターミナル

次世代モビリティ
ネットワークデッキ 防災拠点

呉駅周辺
地域の
目指す
ビジョン

（1）
“次世代”総合交通拠点

（2）
憩い、賑わい、快適に
移動できる駅前空間

（3）
防災対応型交通拠点

（4）
歩きたくなる・住みたくなる
「心地よく過ごせるまちなか」

（5）
「公・民・学」
一体まちづくり

官民連携による
計画の具体化



5

３．３ 整備の方向性

モーダルコネクト機能の強化
・駅前広場にタクシー・自家用車乗降場とバスターミナルを整備することにより、呉駅

北側の交通モードを集約

・デッキにより呉駅北側、呉駅、南側を結ぶことにより、モーダルコネクト機能を強化

呉駅周辺地域の交通円滑化
・駅前広場とデッキを整備することにより、歩行者と自動車の輻輳を解消

・自動運転や次世代モビリティの専用車線を整備することにより、安全・快適な道路

空間創出

次世代モビリティ等との連携による移動利便性・回遊性の向上

・交通弱者を含めて、誰もが使いやすい次世代モビリティの導入に向けた環境を創

出することにより、移動利便性・回遊性を向上

防災機能の強化
・駅前広場及びデッキを災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間等とし

て活用することにより、地域の防災機能を強化

官民連携による計画の具体化

・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して計画の具体化を図ります。

３．検討の概要



● 次世代モビリティ･ネットワーク
● 次世代モビリティの導入対象
● 次世代モビリティの導入空間

交通

ターミナル

次世代モビリティ

ネットワーク

防災拠点

デッキ

6

■ 検討事項

呉駅周辺地域の
４つの主要機能

●施設配置
（バス/タクシー/一般車）

● 待合空間
● 利用者動線
● 交通処理対策

３．４ ４つの主要機能

整備する４つの主要機能の各検討事項について、今後協議を進め、計画の具体化を図る。

● 災害時の受入空間

● にぎわいの創出
● 利用者動線

３．検討の概要

ＳＤＧｓ

IoT

環 境

高齢化
社会

ユニバーサル
デザイン

先端
技術

ゼロエミッ
ション



４．検討事項

7

４．１ 交通ターミナル

呉駅周辺の道路交通環境改善と交通モード間のモーダルコネクトを強化する。

駅前広場を拡張し、一般車の乗り入れを可能とするなど乗り換え環境を整える。

複数あるバス停の集約によるバス乗換機能の改善や利用者の利便性を高める待合機能を整備する。

ホテル

旧そごう呉店 跡地

ＪＡ

ＪＲ呉駅ヒマラヤ

凡 例

バスターミナル・バス停

タクシー乗降場・待機所

一般車停車帯・駐車場

交通ターミナル

■ 交通ターミナル

国道31号上の停留所に停車中のバスが、
後続車両の進行を阻害

呉駅

至 竹原市

交通阻害

送迎車両が滞留場所からあふれ、路上駐車

路上駐車

呉駅西駐車場
（バスプール）

至

広
島
市

至

三
原
市



４．検討事項

8

４．２ デッキ

歩行空間、賑わい空間、防災空間、次世代モビリティが乗り入れる先進的な空間をデッキに導入す
る。

市民と来訪者が集い、憩い、賑わい、快適に移動できる居心地の良い空間を創出する。

災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間や、次世代モビリティ導入に向けた先進的な空間を創出する。

■ デッキの導入機能

導入空間 内容

歩行空間 ・バリアフリー歩行空間
・交通モード間の接続 など

賑わい空間 ・イベント
・オープンスペース
・休憩施設 など

防災空間 ・災害時の一時的な避難場所
・帰宅困難者の受入空間 など

次世代モビリティが乗り
入れる先進的な空間

・次世代モビリティの活用
・ＭａａＳ など

歩行空間/賑わい空間/モビリティが乗り入れる先進的な空間

賑わい空間（ベンチ） 防災空間

■ デッキの活用イメージ

資料）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）を基に整理 資料）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画（呉市）を基に整理



４．検討事項

9

４．３ 次世代モビリティネットワーク

目的地への移動距離に応じた最適なモビリティ・ネットワークの形成のための導入空間を検討する。

交通ターミナルと周辺エリアの間に、モビリティスポットを配置し、次世代BRTや次世代モビリティ等により、呉駅周辺地域と周辺エリアの回遊を
支援するモビリティネットワークを形成する。

■ 次世代モビリティによる交通ネットワーク

交通
ターミナル

鉄道駅

港
フェリー
ターミナル

各地の港

各地の
バス

ターミナル

モビリティ
スポット

観光
エリア

居住
エリア

居住
エリア

商業
エリア

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

路線バス

フェリー

次世代ＢＲT

次世代モビリティ

徒歩

凡例

次世代モビリティ

次世代ＢＲT 出典）トヨタ自動車HP

出典）トヨタ自動車HP

観光
エリア

呉駅周辺地域

※図はイメージ
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４．４ 防災拠点

災害時に交通ネットワークの拠点性を発揮する交通ターミナルを目指す。

災害時に代替輸送（バス・船・鉄道など）の交通ターミナルとして機能し、呉駅周辺の防災拠点性の発揮を目指す。

災害時には、一時的な避難場所や帰宅困難者等の受入空間、災害支援の活動拠点等として活用できるよう、防災性能の向上を目指した機
能整備や運用を図る。

中長期的には、非常電源機能を有した次世代モビリティ（燃料電池自動車：ＦＣＶ）の導入により、災害時に呉駅周辺を臨時の電力供給基地と
して運用することも視野に検討する。

■ 防災拠点

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

代行輸送船の整理券配布（呉駅）

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画

電力供給基地としての活用

一時的な帰宅困難者受入空間

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画



交通ターミナルについて
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１．駅前広場と周辺交通状況



１．駅前広場と周辺交通状況

１．1 現状の駅前広場

駅前広場には、バスターミナル、タクシー待機所が設置されており、一般車は駅前広場内ではなく
東側細街路付近で駐停車している。

■ 現状の駅前広場の配置

国道３１号に乗降車バス停が１箇所、降車バス停が５箇所設置されている。

タクシー乗降場は、駅出口正面に乗場：２箇所、降場：１箇所が設置されており、バス環道内にタクシー待機所（２４台分）が設置されている。

一般車送迎場所は駅前広場内ではなく東側細街路脇に３台分程度停車可能なスペースが設けられており、また一般車駐車場は、駅前広場
内に２７台分が設置されているが、細街路からしか出入りできないため不便な状況である。

1

バスターミナル

タクシー待機所

一般車滞留場所

駅前広場施設 施設数

バ
ス

乗車(乗降者含む) 10バース

降車 7バース

待機場 3バース

タ
ク
シ
ー

乗車 2バース

降車 1バース

待機場 24バース

一
般
車

一般車送迎 なし

福祉車送迎 なし

マイクロバス なし

駐車場 27バース
呉駅西駐車場
（バスプール）

駅前広場

至

三
原
市

至

広
島
市

ヒマラヤ

旧そごう呉店跡地



１．駅前広場と周辺交通状況

2

１．２ バス発着状況

呉駅前のバス乗降場は現在4社のバス事業者が利用しており、約1,300便が発着している。

■ 呉駅周辺のバス乗降場
JR呉駅周辺には、17箇所のバス乗降場があり、このうち７箇所は降車専用のバス停である（乗車：10箇所）。

乗入4社：広島電鉄バス、中国ジェイアールバス、さんようバス、生活バス（呉市委託業者）

：降車専用のバス停

至

三
原
市

至

広
島
市

至

三
原
駅

至

広
島
駅

■ 呉駅周辺のバス等の利用状況

出典：呉駅前交通量調査結果（H27.12.1(火)5:00～25:00）

駅前広場施設 利用者数

バス

乗車 5,785

降車 2,226

計 8,011

タクシー 乗降 526

一般車 送迎 1,296
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１．３ バスターミナル周辺の交通課題

バスターミナル周辺では、バス待ち環境、国道31号への交通阻害、路線バス以外の路上駐車、路線
バスの一時待機スペース不足などの課題がある。

■ 呉駅バスターミナル周辺の交通課題
①不十分なバス待ちスペース
・各バス乗り場には上屋やベンチが設置されているものの、バス待ち客の人数に対して不十分な状況。
・歩行者の進行を阻害しているとともに、悪天候時におけるバス待ち環境に課題。

呉駅前 バス停の配置状況

1

2

3

4
5
6

789

10
11

1213 14 15 1617
降車専用降車専用

降車専用

JR呉駅

写真１ 写真２

③路上に停車する通勤バスや観光バス
・路線バス以外のバスはロータリーへ進入できないため、
路上に駐車して乗降している状況。
・企業の通勤バスや観光バスに対する対応が必要。
写真４

②国道31号上のバス停への停車
・路上での降車により、後続車の進行を阻害している。
・また、バス停がJR呉駅から離れており、交通結節機能にも
課題。
写真３

写真③

凡例
歩道
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ

バス停上屋
バス待ちｽﾍﾟｰｽ

④環道上で待機する路線バス
・次のダイヤのため待機する一時駐車スペースが３台分
しかないため、環道上で停車している。
・路線バスの一時待機に対する対応が必要。
写真５
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１．４ 呉駅前の交通円滑性

通勤・通学時間を中心に呉駅を利用する交通が国道31号を往来しており、バス・一般車・歩行者・
自転車の動線が錯綜し、交通の円滑性を損なっている。

■現在の呉駅周辺の交通課題

凡例
バス
一般車
歩行者
写真撮影方向
歩道
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ

⑤回送中のバスが滞留 ⑥バス滞留の右折車線超過

⑩送迎車両の無理な流入

⑨降車中バスが後続車両の進行を阻害⑧運行中のバスが交差点で滞留

呉駅へ右折するバスが滞留し、
後続車両の進行を阻害 呉駅から左折するバスが

横断歩道手前で滞留

送迎車両が無理に流入し、
国道31号の円滑・安全を阻害

国道31号上の停留所に停車中のバスが、
後続車両の進行を阻害

横断歩行者でバスプールへ
左折するバスが滞留

至

三
原
市

至

広
島
市

至 呉市役所
至 坂町

バスプール
至 竹原市

送迎車
滞留場所

呉駅

至 竹原市

至

呉
市
役
所

至 竹原市

⑪送迎車滞留場所の不足

⑦運行中のバスが交差点で滞留

呉駅から左折するバスが
横断歩道の手前で滞留

至

坂
町

送迎車
滞留場所

⑫バスプール周辺の交通錯綜

無信号交差点のため、
送迎車等との錯綜が発生

送迎車両が滞留場所から
あふれ、路上駐車

呉駅西駐車場（バスプール） ヒマラヤ JR呉駅
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１．駅前広場と周辺交通状況

１．５ 交通課題と対策（案）

呉駅周辺の交通課題に対して、交通ターミナルの整備と並行し、対策を検討する。

■ 呉駅周辺の交通課題と対策（イメージ）

5

前項までの交通課題①～⑫を解決する対策を検討する。

今後、関係機関と必要バース数等の具体内容について、ヒアリングを通じて、検討を行う。

呉駅西駐車場（バスプール） ヒマラヤ

待
合
施
設
等

（2
階
）

課題⑦⑧運行中のバスが交差点で滞留
対策⇒横断歩道上のデッキ整備（横断歩道の撤去）

課題②⑨国道31号上のバス停への停車
対策⇒国道31号上の降車バス停の除外

課題⑩送迎車両の無理な流入
対策⇒東側市道の一方通行化

課題⑥バス滞留の右折車線超過
対策⇒交差点の右折レーン延伸

課題③路上停車する通勤バスや観光バス
対策⇒マイクロバス停車場を確保

課題⑪送迎車滞留場所の不足
課題⑫バスプール周辺の交通錯綜
対策⇒駅前広場内に一般車乗降場を設置

課題⑩送迎車両の無理な流入
対策⇒一般車乗降場の交差点入可

課題①不十分なバス待ちスペース
対策⇒バス待合所（待合施設）整備

課題④路線バスの環道上での待機
対策⇒バス一時待機場所を確保課題⑤横断歩道手前で回送中バスが滞留

対策⇒国道31号から迂回しない動線確保

JR呉駅
※レイアウトはイメージ

至

三
原
市

至

広
島
市

交通ターミナル
（バス、タクシー、一般車等）



今後の進め方について

資料４



検討会のスケジュール

1※上記事業計画のとりまとめ以降においても、施設の整備状況や情勢の変化に応じて、必要に応じて検討・とりまとめをおこなう

Ｒ２．４．２０ 「呉駅周辺地域総合開発基本計画」 策定（呉市）

Ｒ２．９．８ 第１回 国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会

※規約（案）、検討項目・条件等、今後の検討について

第２回以降 国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画検討会

※整備方針（案） 、ヒアリング・検討結果、事業スキーム、

交通社会実験、事業計画（案）ついて

「国道３１号等 呉駅交通ターミナル整備事業計画（仮称）」公表（国・呉市）


